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1.は じめ に

昭禾口54年 川崎市下水道局発注の宿河原下水幹

線その 2工事は、泥水シール ドで設計されていた

受注後、施工計画の立案にあたり、市側から大

量の薬注を用いる補助工法は認められない、とい

う強い要望もあつて、後に述べるような苛酷な土

層を安全、確実、 しかも安価に掘ることができる

最適工法を模索した。

シール ドの対象土層として、技術的に最 も困難

とされている崩壊性の滞水砂礫層、同礫層に対 し

て近年泥水シール ドの技術開発がめざましい。し

か しこの工法 も、上記のような土層に対 しては種

々の補助工法の併用が不可欠であり、このことが

工事を複雑にし、コス トを押 し上げる原因になう

ていることは周知の事実である。

写真 1 ―ル ド機正面

切羽の安定性に優れ、 しかも補助工法の工事費が少なくて済むシール ドエ法の開発は、発注者側の強いニ

ーズとなつていた。このような状況のもとで、実施工に新 しい工法を試みた結果成功 し、従来からの懸案を

はほ解決することができたと考えられるので報告する。

2.工 事概要

工 事 名 :宿河原下水幹線その 2工 事

発 注 者 :川崎市下水道局

工事場所 :川崎市多摩区宿河原～多摩

区登戸地内

工  期 :昭和 54年 7月～昭和 57年 3月

3.土  質

表―i 土性値一覧表

主要工事内容 :仕上り内径グ1,800mシ _ル ドエ、′=1,393″

調査項 目 企業者実施 当社実施 当社実施

試 験 方 法

ロータリー

ボーリング

φ66～φ86

ペノト機

"2 , 0 0 0 m

物 麟

φ600

h=500

試 験 個 所 数 9ヶ 所 lヶ所 3ヶ 所

上 の三 角座標表示 礫

値 20～50

透 水 係 数

K = 1 ×

1 0°C D / S e C

間  げ  き  率 % 24-25

含  水    比 % 11-12

最  大  礫  怪 m a 100-200 280(長径)

粒
度
分
布

粘土 ・シル ト% 2 l 1

砂   %

キ %

60%径 (D..)●●

10%径(D,。)●● 0 58

均 等 係 数

セグメント:スチール、幅 750"、 外径 2,250""

発進立坑 :連壁 (ι =600■ 2)lヶ 所

中間立坑 :連壁 (ι =600m)2ケ 所

到達立坑 :連壁 (ι =600● ")1ク 所

路線は多摩川か ら100～ 300π 離れて位置

する府中県道の側道下である。

土質は1日多摩川の河床部である埋没立川礫層

と呼ばれるほぼ一様な礫層である。

地下水位は GL-2～ 5π であり、シール ド中

心部における地下水圧は 0.7kン術である。

透水係数は通常の現場透水試験では測定不可

能であり、粒度分析結果から4=1× 100m/s ec

と推定される。

シール ド通過位置の礫層の粒度分布は深さ、

延長方向によつてはあまり変化がなく、表 1の

とかりである。

なか、土被 りは全線に亘つて約 10れ である。
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